
企業価値の向上  

創出価値の拡大  

資本コストの低減  成長率の向上  

経営方針

企業ブランド価値の向上
　 　 　 　 　

業績の向上
　 　

財務戦略／株主還元

 「企業価値の積み上げ」に向けたロジック・ツリー

「経営方針」に掲げる当社の成長戦略や各種施策がどのように経済価値と環境・社会価値の双方を拡大し、企業価値の 

持続的向上に繋がっていくのかをお示しすることで、持続的な企業価値向上への信頼度を高めていきます。

創出価値 
の拡大

成長率 
の向上

資本コスト 
の低減

既存事業の 
着実な伸長

（オーガニック／ 
ターンアラウンド）

地道な 
定性面の磨きの継続

投資なくして成長なし
事業領域の拡大及び 
事業基盤の 
強化・拡充

•  「マーケットイン」の発想により 
多様化するニーズを汲み取り、 
変化に適応しながら商いを創出

•  常に商いの基本に立ち返り、
「稼ぐ、削る、防ぐ」を徹底
•  横連携によるシナジー極大化
•  事業の掛け合わせによる 
ビジネス変革・創出

•  「隣地」への事業領域拡大

3つのバランスに
基づいた

財務基盤堅持

•  高効率経営（高ROE）
•  株主還元拡充
・総還元性向40%以上
・ 配当性向30%、または、1株当たり
配当200円の何れか高い方

•  A格にふさわしい 
B/Sマネジメント

•  人的資本の強化
・優秀な人材の確保継続
・「 真の実力主義」を実現する 
役員登用制度

・「 厳しくとも働きがいのある会社」
の実現

•  ステークホルダーとの対話強化
・ 投資家との対話による市場の 
要請・期待への対応
・ 先進的・独自性のある施策の 
実践事例や経験値の共有
・ 独自のチャネルやビジネスを 
通じた生活者との接点拡充

•  SDGsへの貢献・取組強化
・ GHG排出量 

2050年までに「実質ゼロ」及び 
2040年までに「オフセットゼロ」

経
済
価
値
と
環
境
・
社
会
価
値
の
拡
大

企
業
価
値
の
持
続
的
向
上

 非財務資本の維持・高度化とマテリアリティの関係性

当社は、非財務資本を増大させる「機会」、または毀損させる「リスク」
の程度を勘案し、社会課題の中で当社が優先的かつ主体的に解決を
図る「実行すべきこと」をマテリアリティ（重要課題）として特定した上で、
本業を通じてその解決に取組んでいます。当社がこれまで積み上げて
きた信頼・信用力を「てこ」に、非財務資本の維持及び更なる拡大を
実現していきます。

内
部
資
本

人的資本 
（個の力）

組織機能及び 
ビジネスノウハウ

事業 
ポートフォリオ

財務資本

外
部
資
本

顧客・ 
パートナー資産

自然資本・ 
天然資源

社会との関係性

技術革新による 
商いの進化

気候変動への 
取組み（脱炭素 
社会への寄与）

 働きがいのある 
職場環境の 
整備

人権の尊重・
配慮

健康で豊かな 
生活への貢献

安定的な 
調達・供給

 確固たる 
ガバナンス 
体制の堅持

マテリアリティ

  特にマテリアリティとの関連性が高いと判断される非財務資本を示しています。 
なお、「信頼・信用力」はすべてのマテリアリティとの関連性が高いと考えています。

非財務資本とマテリアリティの関係性

「強み」による 
資本の最大活用

成長投資からの利益貢献

強みを発揮できる 
領域・分野への布石

強固な財務基盤の構築

成長を支える 
経営基盤の拡充

市場の期待への対応

成長期待へのビジビリティ向上

持続的な成長を支える取組み・体制

既存事業の磨きによる 
着実な利益の積み上げと 
目標の達成

事業基盤の安定性向上

ロジック・ツリー（企業価値の拡大に向けた戦略的なフレームワーク）

信頼・信用力
（企業ブランド価値）

三方よし
経済価値の 
拡大

環境・社会価値の 
拡大

POINT

POINT 企業価値の 
持続的向上
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